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　　　速　 報　欄
丹波地方の耀材珪石調査報告
各説その二

　　　　　　　　　　岡　野　武　雄菅

　　　　　　　R6sum6
　“Akashiro”∬ire，Bri¢k　Sirica　Stone

DePQsits　in　the　Tanba　District，neaど　、

　Kyoto（continueα）・…・・Taki－9眠n、Area

　　　　　　　　by
　　　　T．Okano＆るS。Iwao
　　The　Taki－gun　area　co卑prises　I　more

than50quarries，occupping　one　of　the　most

import＆nt　groupsofth6deposit　in　the　Tanba

district．

　　』Ge・1・gicaldata・fthesedep・sits，and
the　present　si加ation　of　the　quarries　or　the　』

mines　presente（i　here．

　　　　　　要　　約
この報告は昭和24年7月～8月に亘わ，筆者等が丹波

多紀郡地区

岩・生　周　一轍

地方の「赤白」炉材珪石の綜含調査を行つた結果を纏め

たもの』一部であつて，前に総説および各説その一とし　』

て酒梨市島地区の調査報告を行つたものの続きゼあるo

記載の内容は努めて総説と重なる部分はこれを省き，

附図と鉱床別一覧表によつてその内容が理解できるよう

にした。

なお鉱床の鉱量は発表を控えたが表中の規模から概略

は推定一できるであろう0

　　　　　　1．特　　徴
　この地域の時徴として次の諸点を挙げることがぞきるo

、1．地質構造と鉱床の分布・形状が東端部を除いては

比較的簡軍であつて探鉱が行い易い。

2、西端の畑鉱床群においてはわが国の炉材珪石館床

の中で最もsystematicな坑内探鉱と採掘および選鉱が

行われておわ，・またこれを行いうる鉱床の賦存状態を示

している0

3．　残余の部分

は露天掘りから坑

道掘りに移行した

朕態にあり，その

方法も区双まちま

’ちであるo『また業

者が錯綜して採掘

権iを持ちsystem－

aticな揉鉱を妨げ

ている0

4』　　開発の程度

は一部老衰期に這

入っているが，全

体としては中期に

属する。

5．　鉱石老よ赤白

および青白相半ぱ

、濃蛙

0　　　　1　　　2　　　3　　　4krn

第1図　多紀郡1地匠地質および鑛床分布図（岡野．原1図1950）

し，品質にも見掛にも斑があり，季均して酒梨地区には　　遙かに便利ぞある。

およばないが優れてお栃一部2級品程度のものを産し，

また東半部では硫化鉄に富むものまたは細鉱になり易い

ものが少くなし’・。　一

6．　鉱石の搬出は市島酒梨に比しトラック輸邊の距離

が長く稽汝不便であるが，殿田・山国地区等に比べると

　　　　　2。地質構造と鉱床の分布
　第1図に示すように鉱床を胚胎する古生暦は略汝東西

の走向，北方または南方に急傾斜をなし，部分的の擾乱
’
ま
た は小断暦に含むが全体としては非常に軍純である。

そして鉱床は少なくその見掛上古生暦中の一暦準を示す

＊鑛床部　＊＊同非金麗課長
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丹波地方の嘘材珪石調査報告各説そのご多紀郡地区（岡野武雄・岩生周一）

輝：緑岩輝緑凝次岩の上下盤に澹つてチヤート

との境面に発達し，從つてその分布は略た東

西の限られた線上に配列し南に急傾斜を示す

ものが多い。ただし，東端部宮代附近以東で

は地質構造が稽々複難ゼ鉱床の分布もこれに

応じて散乱している。『

　上記輝緑岩～輝線凝友岩は畑附近を除いて

はi蓮続的で1あるかどうか若干疑問が麦，るが少

なくともその発達しているzoneは明らかに

i連続白勺である0

　　　3．チヤートとその珪化作用

　第1図に示すようにチヤートを主とする地

層が少なくとも3枚認められる。これらのチ

ヤートは所夕珪化されて緻密堅硬どなり，鉱

床形成の初の段階を示すのではないかと推定

される部分を有する。

　すなわち，南部チヤート暦は「千枚珪岩」

であり，一部その構造が不明瞭になり，塊状

となつているところがあり，大芋村福井の南，

市野’々八幡宮で偉一部小豆魯に変り，、多くの1

石英細脈を伴つている。中部チヤート暦はそ

の南辺に近く鉱床に関係ある前記輝線岩～輝

緑凝友岩を伴い，この部分ゼは「赤色千枚珪

岩」が多く，ヲの部夢では珪化され塊状とな

り，石脈細脈を伴うことが多い。

その他の部分は輸色または淡青次色「千枚珪

岩」ぞ，風化に堪え，櫃嶽・爾石山．・八尾山

・小金嶽等の東西に連る峻峯を形作つている。

恰度酒梨地区の鉱床上方に蓮る峻峯に相当す

るものと思われる。北部チヤートは淡青友色

　「千枚珪岩」で，所λ珪化によb塊朕となつ

ているが，赤色チヤートは見られない0

　　　　4．畑鉱床騨
　総説で述べたように丹波地区の中，垂直分

’布を示す鉱床群の最も代表的なものゼある・

第2図ぼ過去の記録および縦断面図ゼある八

号鉱体の形状は畑鉱床生成の機構菅を暗示す

る特徴を示しているが，これについて1は，説

開図と共に総説年掲げておいた。これらの図

および推定される生成機構かち明らかなこと

は，この鉱山の開発はまだ露頭部からZF均50

～100mの深さ迄しか進んでおらず，なお下

部に深さ150m前後の未開発区域を残してい、

る事である。
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第2図（B）畑鑛山八号山鑛床図および断面図（岡野，陳図1950）

　　　床の分布密度と品質とにあるQ
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地質調査所月報（第2毬第11号）
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＊　筆者の一入岡野は踊緑岩～麗緑凝灰岩とチャ陣トとの境面に封してチヤートの見掛上の属理面が稻漕斜交している事実に着目して．この境面を軍な

　るズレ麿なくかなり大さな断暦では塗いかとの疑いを持つている・
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丹波地方の瞳材珪石調査報告各説その二多紀郡地区（岡野武雄・岩生周＿）
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地質調査所月報（第2…巻第11号）

地質的には露頭部における密度と品質の欺態が略々その

まx下部へ連続すると推定する億かない。木村山・布袋

山・大淵山もこの鉱床群に属する畑鉱山の鉱石は大部分

一級赤白から成るo
　　　　　　　　オクモ
　　　　　5．村雲大芋鉱床轟
第3図から明らかなように，、その分布と生成機構は畑

　　　皿目し圏、圏＼・＼　　チヤート　　頁岩ヲ庄卜刃レモノ輝縮舗岩鈍沫　　断層’　推定断層

五番坑

1璽鱗顛部
1吻同（推師分）

⊂二二］鉱体税聴質部

囲同（推定部分〉

1國櫃纈灰岩

四番坑

1團石帰轍珪岩・チヤ轄

三繋職
病一一一

　　　　　四・番坑

五蚕洗、．

レ
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　　　　　　　　　　　　☆澤審

第3図　大芋村鳥由鑛山鮒近地質図（岡野原図1950）

　　　　　　　　　　　　　　　鉱床群と類似の傾向を示し
二番坑

ざ？〆

縦断図

＝番坑

ているが，大芋村の、島山・

深田山附近においては鉱床

生成後の梢々著しい擾乱，

・特に南北方向へのズレが推

定ざれ，東側のが北へ移動

しているoこの擾乱に伴つ

て鉱床の周辺は知り面，小

断暦で囲まれるに至つてい

る事が多い。

　個たの鉱床の形は後に掲

げる表で明らかなように，

286醜

　一
ち

274m

漁P

b
。
　 ｛G　　2G　　30節

塊斌・レンズ状・脈または

暦賦等種類に富んでいるが

天岩・鳥山・深田山等は比

較的規模の大きい塊状鉱床

の代表的存在せある。それ

らは概ね上下にも伸長する

が，天岩・鳥山等は山の比

宥低く，（50m以下）レベル
圓

第4図　住野鳥由坑内図（商野．原図ユ950）
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丹波地方の盤材珪石調査報告各説その二多紀郡地区（岡野武雄・岩生周一）

以下の採掘が困難ぞある。

　鉱床の中に來みを含むことの多いのも一つの特徴であ

るo、
　鉱石の性状は日鉄新田山・天岩等，地域の西端部では

畑に酷似し赤白一級に属するものが多いが，、島山附近で

・は鉱石は音β分自勺に硫イヒ鉄を｛半う青白，「よもぎ」　趨L，　風イヒ

してカサカサとなるもの等があり，品質に斑が多く必ず

しも良好ゼない。深田山附近のものは青白1級～2級を

主とする。

　この地域には鉱床が密集しているのゼ，小数の業者に

よるときは畑鉱山に類したsystematicな探鉱および採

掘方法をとることが可能であるが，多数の業者が混つて

いる現況ぞはこれは不可能に近い。また天岩’・鳥山のよ

うに山の高低差の低いところでも稽欧困難で麦，る。從つ

て小規模露天掘りも少なくなく，この場含は鉢体の傾き

が山の斜面に略・々季行ないわゆる「前垂型」か，または

奥へ落している「突込み型」かによつて稼行の難易，可

採鉱量等に大きな影響を与えている。

　　　　　6．鉱石・鉱量・採掘
　この項に関する必要事項を表記すると次表の通りであ

る（第1表）。

　また，採取鉱石試料・につき本駈化学課ぞ分析を行い，，

かつ黒崎窯業株式会肚研究課に依頼して耐火度測定を行

つた結果は第2雍の通りである。

、ポ《’　　　、　’
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第5図　深田山坑内図（岡野．原図1950）

第2表　多紀郡地区鉱石耐火度試験及び分析試験結果

・試料番号

　203
　212
　217
　220221～222

224
229
233
235
248

258
267
293
294

等　級

・青白2級
赤白1級
青白1級？
青白1級

赤・青白1級

青白1級
赤白1級
赤白1級
青白1級

青白2級～1級

　　　下
　　1級
　　1級
青白　2級
青白1～2級

産 地

深田篠見山
石　根　山
山名福井山二号
　　”山三号
南　の　谷

唐子山二号，
小倉山五号
竹谷山一号
宮　代　山
品川小原山

畑逗号山
畑入号由
鳥山一号
、為山一号

耐　火　度菅

草味

331／2
321／2
34
34

34十

34
341／2
34
34
34

341／2

34－
331／2

32十

ス’ラツ

グ入

321／2
32
321／2
33一一
33

322／1
33
33
33

33一

33

32十
321／2
311／2

Sio2

・98．23

98．81
98．95

98．36

98．46

98．28
98．83
98．20
96，49

AI203

0，20

・0．05

0．．10

0．10』

0』08

0．02
0．19
0．141

0．42

Fe203

1。10

0．88
0．75

1．46

1．04

1．26
0．87
1．26
2，26

MNO

0。00，

0．00
0．01、

0。00

0．01

0．Ol』

，0．00

0．00
0．01

・lg．10SS

0．52

0、30
0，24

0．18

一
〇
． 34

0．36
0．12
0．34
0．64

スラツグ入耐火度は資料100に塩基性z卜櫨倖10，石友2を那えた場合の耐火度

、梼耐火度測定：黒崎窯業研究課測定（昭25．2．4）

化学分析：地質調査所分析課（昭24，12．10）

　　　從來発表されたものは省略した。
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地質調査所月報（第2、巻第∬・号）

第1表多紀郡地区鉱床一

No． 丁場または鉱床名

大

布

本

畑

ハ
南
列
）

畑』

（北列）

淵　山

袋　山

村　山

1‘号

2号

試験坑道

3号

4号

11号一

8号

5号

6号

9号

10号

12号

7号

13号

日鉄新田山
テン　ガン・

天　岩　山

寺　谷　山

阪部寺谷山

中　の　森

宮　の　上

中　の　森

住野宮倉山

榊山宮倉山

深田篠見山

百　含　山

鳥．　　山

日鉄篠見山

山名福井山

火・打　岩

深田旙井山

業　者　名

日新耐火K．：K。

柿原珪石鉱業

　〃

日鉄鉱業K．K．

鉱石　種別

日鉄鉱業：K．K：．

篠山珪石

日新耐火工業

元　細見元一

元　日鉄広畑

篠山珪石
住野一珪石

深田寿一
篠山珪石
住野珪石
日鉄広畑
山名珪石
深田寿一、

深田寿一・

鉱床の規模
赤白1級

赤白2級を主とする

赤強き赤白2級
赤白（青白を伴う）1級（多
少Cα0多し）

（Cα0多い部分あり）

　　　　　』
赤白　　　『

　　　　　陶
赤白　良質のもの多し

赤白（青白を伴う） 1級

赤白

赤白　　1～2級

赤白（李均品質余り良好でな
い），

以上の鉱石一艇に細かくな

り易い，赤白，青白1級（石友

質部あり）細鉱になり易い

赤白1級，最良

赤白，1緩

赤白，青白1級，

青白・1級

青白　1級，塊鉱歩留高し

青白，一部赤白1級

鳥山に類似，酸化鉄多し

青白フリント質2級

磁硫鉄鉱，黄鉄鉱，少量の
銅鉄物

｛青白2級硫化鉄に富むよ
もぎ肌多し。少量の銅鉄物。
青白1級，黄鉄鉱，酸化鉄

、ヤケ

青白1級腿色

赤白2級
青白，赤白2級一・部1級「カ
サカサ」，

　　30一（508）

　　　　　ノ

10m×2m×x以上

2Gm×6m×x以上　一

15m×10m×20m

　　？
（ll離綴翻響こ鉱体を

70m×15m又10mの聞に鉱体を含む

｛　　　　　　　40m×60m×10mの間に鉱体を含む
その他30m×20m×50m以下のもの

・即mx40m×5m±のも数個

10m×30m×3m±のもの2個

10m×20m×xm±のもゐ数個

　　？

』12号程度のもの2，3鉱体

15m×20m×10m±りもの散在

晦程度のもの

．25m×5m×x以上

10m×50mx20m×以上

10m×3m×16m以上

8m×5m×x以上、

輻5m±の脈球鉱床．

10m×35m×60m以上

10m×30m×60狐粍度

厚さ2m

2～3m×12m×7m以上のものおよび
2～3m×15m×35m以上のもの



覧表

』
丹
波

地方の櫨材珪石調査報告各説そのゴ多紀郡地区（岡野武雄．岩生周一）

（昭和24年7月現在）

既探掘量

2，500t

6，122t（昭19～24．7）

・5，594t（日召18～24。7）

43t（昭13～21）　一

3，294t（昭13～21）

18，529t（10～20）

16，G75し（昭17～19）　・

31・868t奪昭9～23）

3⑤964t（翻π竪9）

39，552（講覇13）’

1，869t（昭16～22）

60，715t（大157昭14．昭19～27）、
926（19～20）

207，089（大正15～）

’2・500t（昭10～14）　、

4ゴ000～5，000t（日召9～11）

1，ε00t（昭16～17）

5，000t

3，000t？

1，000t？

4～503000t

600霊

探癩方法 鉱床の形

露天

露天

坑道台露天

坑道｝露天，
ほとんど採掘ズミ

坑道．
坑道←露天

坑道採鉱中

坑道←露天

坑道←露天

坑道

坑道←館天

露天

坑道
露天
坑道←露天

坑道（かつて露天）

坑道

坑道

露天，坑道
1
坑
道

’
坑
道

からて露天，坑道

坑道，ケービング
に似た方法

露天
坑道，かつて露天

露天
露天，坑道

鉱床の傾斜

脈斌　70。ε

鰍
．

7びs・前垂型

塊状また

は厚レン

ズ状，Nま

たはSへ1
急斜また

は殆んど

垂直，

來み多し

塊一状

脈1伏

脈1伏

塊状～筒状

諜｝丞西毒

脈1伏・

3f一（509）

出鉱量

探鉱中

｝3・一8・t／M

900～750t／M

60。～706S

700～800S

S傾斜
60。SEP

前垂型

600S

前垂型

600～70。S

600S

60。～70。SE

700～80。S

800S

垂直

40。ん700S

労務備考者数．

63

稼行中（1号山）

コンプレツサー

　　75HPサク岩機

｛
C－112台
S－491〃
S－551〃

稼行中（8号山）

コンプレツサ岬

　　42HP40Hp，サグ岩機
CC－11　2台，S－4
9，2台　S551台

detachablさbi七

使用

粗鉱丞道→精

　分級
トラツク→八上駅

100t／M　　　4

500～600t／解

廃山
1
8
。
t
／ M　3～6少し猫劾

廃山
休山，．爽みあわ

300t／M　　11來みあり

廃山
休山
休山
探鉱中

7～800t／M

廃山
150～200t／M

休・山

姻M一

25

12
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地質調査所月報（第2巻第11号）

No．

34

F35

36

37

・38

39

・40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

丁場または鉱床名

深　田　山
品川．小原山

山名小’原山

中　村　山

入瀧　山
中　村　山

，小倉山1号～4号）

赤　石　山
石　根　山

小倉山5号
竹　谷，山

市野欧山，
宮　代　山
唐子｛壽出
ミノ

南

双　葉

タニ

谷

山

赤　石　山

稻 山

業　者　名

深田，寿一一

篠山．珪、石

・山名珪石
篠山珪．石

篠山珪石
篠山珪石
日新耐火工業

山名珪 石

日鉄広畑
日新耐火工業

日鉄広畑
日鉄広畑
住野硅石
日鉄広1畑
日鉄広畑
黒川勝男
山名珪石
篠山珪石

鉱，石　種別

青白，1級，細鉱になり易い。

青白1級を主とする

青味を幣びた白珪石1，2級

青，白、1～2級

青白～赤白1級㌣2級半麦

赤い彊赤白1～2級

赤白1～2級細鉱になり易い

赤白，赤強く朱輪あり、

赤白

青白1級薯細鉱になる

青白1級　　、
赤白，白1級～2級（虫喰い）

赤白，青白1級70％，他は虫喰い
小塊男犬に割れる部分あり5

青白誕赤白を伴う）

鉱床の規模
30m×20m×x

かなり大きな鉱体同一鉱体

ほかに小鉱体1っ

工号山，大鉱床2号山

25m×6m×15m以上

15m×2．5m×5血以上

小塊賦鉱体の連続

輻5～8m。60m聞に幾つかのレンズ

小さな鉱体

　　　　7・探　鉱　　　　・多紀郡の働の地区においてはそれぞれ一つの鉱瀬㍉
鰍のように畑鋤においては極めてsy就ematicな露天樋から始まり順次，就鵬中莇坑道鋤に切

探鉱が行われている。その方法は輝線岩～輝線凝友岩と　　換えられ，この採掘に伴つて半ば自動的にその鉱床あ下

千枚珪岩との境に沼つて鉱体より蓮続する石英のビリ鑓・　部または延長部分が探鉱されているに留り，坑内におげ

あるいは「ボク」を辿つて坑内探鉱を行うのであつて・探　　る家の新しい鉱床の発見のための探鉱は全く行われてい

鉱および探鉱の能率を上げる必要上・機械掘りを行つて　　ない。鉱床の賦存状況は畑鉱山と全く同様であり，また既

いる。この鉱山では露頭と最低レベルとの高低差が約200　述のように鉱床生成後の断暦の傾向も略欧推定ざれてい

～250m程あづて排水設備の必要なく，この点非常に好都
　　　　　　　　　　　　　るので，理論的には坑内探鉱を行う事は可能ゼあるが，
含で・またこの方法によつて確実に鉱体を発見している　　これは例えぼ大芋島山深田山地区におけるように鉱床の

力嚇鯛の鞠騙一約30～50mと予想される一比較的密氣ている箇脈一つの籍が灘設簾施レ
の長いことと・縢されるチ炉吻堅し・ことと膿鉱て始めて可能なのであつて，多数の籍の錯綜した獄

費囎嵩謙している調査当晦東端最低レベ1曜識鴛残存埋藏鉱量は相当あつても，このような探鉱を行

坑による探鉱を進め鉱床群の下部の状況の把握に努め・、　う事はできないぞあろう。

雛の一つの中心をこ』に騨つ燭つた・この方灘　從つて，この範囲鴛鉱量の計算瞭知鉱床艇瀦β
含理的で・これによって略々レベル以上の鉱床の全貌を　　分の推定および予想に留めた。

稽’々確実に推定する基礎データーが得られるであろう・　　　　　　　　　　8，関係業者ゼ覧表、

』殊に多繍地区内において鉱床の深ざによる変化の有無腐係籍一骸＿＿酒梨市島地区の髄除く＿＿畝

戴耀度・鉱体聞の聞聯知る嚇唯一の箇脈魏／をこ掲げる．

『事にも大きな意義を持つている。しかし，鉱床は輝線岩

’）輝線凝友岩とチヤートとの境面特にその轡曲部に存在

するであろうこと，それぞれの鉱体は垂直方向に延びて

いるであろうこと以上に具体的に鉱床の位置を予測する　1

ことは現在の地質的資料からは不可能ゼある。

業　者　名

篠山硅石鉱業所

　日本製鉄株式会牡広
　畑製鉄所丹波鉱業所

32一（510）

1事務所確地
兵庫県多紀郡篠山町東新町219

兵庫県多紀郡大芋村福井



右川県鳳至町野町柳田村附近の地質（長浜春夫）

一証バ藷遍「勲方法1鉱床房
　　　　　　　　　　　1

5，000t

30ラ000t

30，000t

．坑道，かつて露夫

坑道
、露天，坑道　・

（上部崩落
現在坑道掘

坑道
露天

露天

露天

露衆

複難塊状

喬規型燃

厚レンズ賦

脈　状

レンズ状

脈　1伏ト
塊
朕 ，球状，脈

朕，不規則な
もの多し
レンズの集り

鉱床の傾斜

400S

水ZFに近し

4。S

70。S

Sへ傾斜

65。W

45。S

70。S

700N

出鉱、量

ノ

労務
者数

40t／M

廃　山一

未　開・
〃

休　山
探鉱中
少量出鉱中

探鉱中

120t／M

｝300～400

　　t／M
未開発

20

4

4
6
つ

備　 考

附近に露頭多し

柿原硅石鉱業所

日i鉄鉱業株式会、肚、f

中国鉱業所畑鉱山

日新耐火工業株式
‘会瀧　篠山出張所

ヒ兵庫県氷上郡柏原町柏原 深田寿一
兵麟多紀郡鮒奥畑3・の3　細見　喬

兵庫県多紀郡篠山町東新町一

住野硅石鳥山鉱山．

兵庫県多紀郡大芋村福井252

兵庫県氷上郡成松町

兵庫県多紀郡篠山町東新町219

5与3．96、：550、3（521・43）

石川県鳳至 郡町野町乳柳田対附近の地質

長　浜　春　夫菅

　　　　　R6sum6
Ge・1・gy・f漁chim・一a砿Yanagiαξゆis価ct，

　　　Ishikaw＆』Prefec加re．

　　　　　　by
　　　Harug、Nagah年ma・
　According　to　the　former　geoIogiごal　reports

＊燃料部

in　Machino・1ignite　field，the　following5

formations．arerecognizedinaccendingPrder：

Tokunari　tuff，K：anay母ma　mudstone，Higa

s．hiinnai　san（1stone　an（i　conglomerate，　　・

Awakura　tuffite　and　Machino　mu4stone．＿

33一（511）　、




